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高校1年生の博物館への意識・関心度調査
一平成8年度から11年度における東海大学相模高校1年生の当館見学アンケートからの考察一

奥野花代子(学芸員)・永野文子(博物館ボランティア)

はじめに

中学・高校生の理科ばなれが指摘さ

れて久しくなりますが、高校生や大学生

は博物館の利用も少なく、これは博物館

一般に見られる傾向です(自然科学の

とひ守らVol.3No2参照)。

そこで、平成8年4月より東海大学相

模高校1年生の当館見学の際にアン

ケート調査への協力を依頼し、「高校1年

生Jという限られた年齢のまとまった数
の意見を聞く貴重な機会を得ました。ζ

のたび、4年間のアンケート結果がまとま

りましたので報告します。ちなみに当館

の来館者数のうち高校生の占める割合

は、開館以来3%台で推移しています。

調査方法

まず、平成8年度の調査方法は、学校

が用意する地学科、生物科の課題プリ

ント末尾に、当館の特に印象に残った展

示物を各科2点ずっと、見学後の感想を

記入してもらうという簡単なもので、翌9

年度からは、選択肢を設けたアンケート

形式(図1)に変更しました。集計総数

は、平成8年度2167点、9年度 934枚、10

年度 534枚、11年度456枚です。

平成8年度の調査結果

「印象に残った展示物と感想文j

印象に残った展示物を展示室別に集

計した結果、図2'こ示すように「地球」と
「生命j展示で約6割を占めました。乙の

印象度の偏りは、第ーには地学科、生物

科といった分野別の設問自体により生

じたものですが、その内訳(図は割愛)

も、地球展示では水晶などの鉱物類が3

割、アンモナイトの壁などの化石類が5

割、同様に生命展示では恐竜が4割、多

種多様な動物群が31li1Jと偏っています。
スケールの大きさに定評がある当館で

すが、この結果を見ると、地球の生成を

伝える巨石群(印象度6%)がまず目に

飛び込んでも、次に程よい高さにあり、

美しい結晶形を持つ鉱物群に吸い寄せ

られると、人々の印象はそのまま美しい

ものの方に残るようです。生命展示で

は、骨格標本の大きさや展示物の数そ

のものが、スケールの大きさを裏付けて

Lミることを、これらの数値は表していると

言えるでしょう。

一方、約4割の生徒にみられた感想文

(207件)は、図3のように分けて整理しま

した。まず、“よかった"、“楽しかった"と

いう、単にその一語に代表さ

れる第一グループ、そして第

二は、 “見たいと思っていたも

のが見られた"あるいは“実際

に見てみると、思っていたもの

と違っていた"など、自己の中

にある情報と照合することで

印象を深めたと思われる「再

認識」グループです。特に展

示室の記入のないとの第一、

第二グループは、かなり{以

通った傾向の大きな塊を作っ
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つぎに“勉強になった"など

の「学習成果jを挙げた第三

グループ、そして“説明が解り

やすかった"、“照明が暗かっ

た"、“触った"など、「館の機能」

に言及した第四グループ、「神

奈川IJや「ジャンボブックJ等の
各展示室を挙げた第五グ

ループです。

‘ ζ@掬旬鎗ヘロ惰園田ですが" l -?~ ~で《どさい 3

ア今回が初のてイ 2国 ".36 巴 '-5留 す 6園'"'"

5 . '毛筆 (A t. B tI5b<1t和して，..る}分腎で企《に関心1Zl i> ~b Cl)þ; 何ですか.

【宮勺遍んで(t!lきい}

γua鋪 イ ~...・化今す， ν局@司陸海 3邑 .包.， ~ .siift<<>iU・
勺*冨...与汚段 タ野草湿の.少 .砂醜化 ~ . "・r'II'IJI

a 今度 この憎網島ヘ~るとしたら どんG自闘で来たいですか. (-?迦んで(1':.暑い3

7 有限E示..う 度み免い 4 ・Wしい特例鍵示を見たい

ウ ー，ァターの吸.をみたい 」ι ライプラリ ー舎利用したい

1.411: ζの鱒句"へu.し化らo.卑たいですか. (-今週んで〈だ.ぃ3
7 現住民と ィ友人と ヲカヲプルで ~ . -^で す bかり広い

， 等曹のため

キ司，.で傑'"ため

ケ 紙先で

マ その地 f

" ・盛時。舵tlQ)t:c
' 人tζ姐ダヤするため

コ 組分長換のたb

9. rftj援川鳳車生倉@畳 程誇t・・.， o名徐についてうかがいJ!T. (-.，.ゐで (，!~ぃ
， 悶街"に綱z，ぃ ィ.h.τいで.い 今何』ζS 見C!I.lい

Z ぬかりに 《い :t. &i惨Hて~す.る カその飽 C

ご箇カ ~'.Jb(1; うございまし危 . ~のご朱ø..縄ちしてい .す.

図1高校生用アンケート
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図4H9、10、11分野別関心度

「神奈JlIJ展示については、“身近な
場所を見直した"といった感想があり、

地域博物館の役割が評価されている一

例ですが、図2'こ示す印象度が13%で

あるのに対し、感想文の中では2%に留

まっています。

こうした中で、図2の印象度では1%に

過ぎなかった共生展示が、感想文で10

%を占めていることは、高校生の共生分

野への関心度の深さとして捉えることも

できそうです。実物展示の難しい共生展

示室は、吹き抜けの広スペースを占める

常設展示の最後になり、見学疲れも手

伝って、印象的には不利と思えます。し
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図5H9，lO，1l、共生への関心(%)

かし、環境とpうレベルから問題を提示

しようとする当館の姿勢への評価や、中

学時代の環境学習の成果等、教育現場

における環境問題の浸透度を示す一例

として、次のものを育てつつあるのでは

ないかと期待させるものがあります。

平成9~11 年度の調査結果

「分野別関心度」

翌平成9年度から11年度の設問は、見

学者本来の分野別関心度を問うものに

変更し、その集計において年度や性別

による目立った遣いが見られないため、

紙面の都合もありグラフは一つに統合し

ました(図4の右半分が地学分野、左半

分が生物分野の関心度を示します)。

地学分野への関心度は、「宇宙」、 「地

球誕生」が半分を占めています。印象度

の内訳では5割と高い数値を示した「化

石」が、図4の中で示す関心度では10%

と低p値です。「化石」については、関心

の高さが印象を深めるのではなく、その

触れる展示方法に説得力があった例と

pえるでしょう。

生物分野への関心度では、「生命誕

生」、「生物進化J、「恐竜」が共に約2割
ずつを占めていますが、展示印象度の

内訳では、 「生命誕生」は数字上はOで

あり、恐竜や動植物の展示群に圧倒さ

れた形と言えそうです。

「、海藻・菌類Jについては、循環システ
ムに欠かせないものへの関心を示すも

のとして、約3%の数値を得ています。

こうした中で、男女比に違いが見られ

たのが共生分野への関心度です。図5

中、男女とも同率の高めの関心を示す

項目と、少ないながら毎年ほぽ均等の

数値を分け合う項目があるのは、一般的

な大テーマ、小テーマをそのまま表して

おり、教科書を始め、社会的な取り上げ

方を示していると思われます。その中で

男女差の表れたのが「エネルギー問題」

です。共生分野の各項目は、日頃の

ニュースタイトルとなり得る個別の現象と

も言えますが、いわば、すべてがエネル

ギー問題と言える中で、展示スポットが

無いにも係わらず、男子の関心の高さが

「エネルギー問題」に集まるのは、彼らに

身近なバイクや車への興味から繋がる

ものかもしれません。

ごく身近なエネルギー問題から、一気

に「宇宙J、「地球誕生」へと飛躍する関
心の道筋を、根気よく埋めてゆく必要性

を感じます。

「来館回数、来館目的」

来館回数については、予測される通

り、初回の生徒が年度ごとに、88→81→

74%と減り、2回目が6→13→15%、4回

目以上で横這いから減少傾向になりま

す。

前出の図2、3が示しているように、

「ジャンボブック」展示はそれぞれに1割

近くを占め、常に一定の支持率を得て

いるため、その展示替えと案内を積極的

に行う乙とで、4回目以降の来館の動機

付けになることが期待されます。

また、次回の来館目的(図6)を見る

と、“シアターでの鑑賞"を境に、両極を

取って“学習派"と“気分転換派"に分け

ることができそうです。つまり、学習や展

示見学等の具体的な目的を持って来館

する層(図3でいえば第三グループ以

降)と、学習性を無視はしないがその隙

聞を楽しみに来館するとでもいえる層

(図3では第一、第二グループ)に二分さ

れる傾向です。これを別の方向から明確

に示したのが、博物館のイメージを表し
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た図7で、“学習目的"が半数を占めて

います。博物館とは、気分転換でも利用

したいが、イメージとしては学習の場とし

て強く認識されているのは明らかです

が、あと半分にも別の可能性があると言

えます。

さらに、図は割愛しますが、“次は誰と

来たいか"とLヴ意向について、“友人

や家族と (45%)"、“一人で(8%)"に対

し、毎年約半数の47%が“わからない"

と答えていたり、5項目の選択肢がある

にもかかわらず、、“特に意見はない"を選

んだ生徒が半数の46%とpう結果の，':H

た設問もあります。答えてくれる生徒は

毎年変わりますが、ひとくくりに受験世代

の忙しい高校生にとっても、明言を避け

るデリケートな世代で、自意識を主張す

るか否かの二分化がある、あるいは一人

の高校生の中でも揺れている、そんな

姿が回答の中にも見え隠れしています。
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今回は新入生という、まだ中学生の心

を残しての高校生l年生を対象に調査

を進めました。学校主導の見学にはどう

しても学習としてのイメージが強くなる

分、博物館側は楽しめて魅力ある展示

へと心掛けるとともに、学校への働きか

けも重要になってくるでしょう。

最後になりましたが、東海大学相模高

校の門田真人先生をはじめ、ご協力い

ただきました先生方に厚くお礼申しあげ

ます。


